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平成 26 年

【高畠町ホームページ】http ://www.town.takahata .yamagata . jp
【高畠町 Faceboo k】https://www.facebook.com/town.takahata

□町合同式典が開催されました
□除雪作業にご協力ください
□ 12 月は年末納税強化月間です
□公立高畠病院「看護師等奨学資金貸付」について

Topic

子どもたちがその美味しさを体感する
高畠町ブランド米「たかはた産つや姫」学校給食

Public relations of Takahata-town,Yamagata in Japan

人口と世帯数

11 月１日現在

人口 24,623 人

男 11,962 人

女 12,661 人

世帯数 7,532 世帯

®
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一．自然と歴史を大切にし、調和のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

　

昭
和
52
年
か
ら
高
畠
町
立
二
井
宿

小
学
校
学
校
医
と
し
て
、
ま
た
、
昭

和
59
年
か
ら
同
第
一
中
学
校
学
校
医

と
し
て
、
平
成
26
年
３
月
ま
で
通
算

37
年
の
永
き
に
わ
た
り
勤
務
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
児
童
・
生
徒
の
健

康
管
理
に
あ
た
り
的
確
な
指
導
に
尽

力
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
児
童
・
生
徒

の
健
康
管
理
及
び
学
校
保
健
事
業
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま

で
高
畠
町
立
屋
代
小
学
校
の
学
校
医

と
し
て
、
平
成
４
年
か
ら
は
同
第
二

中
学
校
の
学
校
医
と
し
て
勤
務
さ

れ
、
児
童
・
生
徒
の
健
康
管
理
及
び

学
校
保
健
事
業
の
推
進
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

故
金
子
郁
子
さ
ん

　

11
月
３
日
文
化
の
日
、町
文
化
ホ
ー
ル
「
ま
ほ
ら
」
に
お
い
て
、

平
成
26
年
度
高
畠
町
功
労
者
表
彰
式
と
第
34
回
高
畠
町
町
民
憲
章

推
進
大
会
が
合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
席
上
、
各
種
分
野
で

功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
、表
彰
と
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

東
條
勝
行
さ
ん

功
労
者
表
彰

　

高
畠
町
統
計
調
査
員
と
し
て
、
平

成
元
年
４
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま

で
の
25
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
国
勢

調
査
や
農
林
業
セ
ン
サ
ス
を
は
じ
め

と
す
る
数
多
く
の
統
計
調
査
活
動
に

従
事
さ
れ
、
統
計
調
査
員
と
し
て
正

確
か
つ
迅
速
に
業
務
を
遂
行
さ
れ
る

な
ど
、
本
町
の
自
治
の
振
興
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
道
雄
さ
ん

　

学
校
法
人
む
く
ど
り
学
園
理
事
長
、

む
く
ど
り
幼
稚
園
園
長
と
し
て
昭
和

50
年
か
ら
通
算
21
年
務
め
ら
れ
、
ま

た
、
社
会
福
祉
法
人
高
畠
仏
教
昭
和

会
の
理
事
長
な
ど
の
要
職
を
42
年
の

永
き
に
わ
た
り
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、「
認
定
子
ど
も
園
た
か
は

た
こ
ど
も
園
」
の
設
立
及
び
運
営
に

尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
本
町
児
童
の
教

育
、
保
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
て
い

ま
す
。

高
畠
町
功
労
者
表
彰
式

　

高
畠
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し

て
、
平
成
11
年
か
ら
５
期
15
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
本
町
の
認
定
農
業
者

担
い
手
農
家
へ
の
指
導
や
農
業
後
継

者
育
成
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
本
町

の
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

河
合
三
夫
さ
ん

　

高
畠
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し

て
、
平
成
14
年
か
ら
４
期
12
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
本
町
の
認
定
農
業
者

担
い
手
農
家
へ
の
指
導
や
農
業
後
継

者
育
成
に
努
め
ら
れ
る
な
ど
、
本
町

の
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

竹
田
俊
雄
さ
ん

　

屋
代
川
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
会

長
と
し
て
平
成
12
年
か
ら
平
成
25
年

ま
で
務
め
ら
れ
、
こ
の
間
、
平
成
19

年
か
ら
は
町
河
川
改
修
促
進
期
成
同

盟
会
連
合
会
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴

任
さ
れ
、
本
町
の
河
川
改
修
活
動
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
39
年
か
ら
「
町
道
糠
野
目
大

通
り
線
」
を
は
じ
め
、
平
成
７
年
か

ら
駅
前
地
区
内
の
「
お
に
の
杜
公

園
」、
平
成
13
年
か
ら
は
「
小
緑
地

公
園
」
の
清
掃
活
動
を
続
け
て
こ
ら

れ
、
地
区
内
の
美
化
に
尽
力
さ
れ
て

い
ま
す
。

教
育
功
労

自
治
功
労

八
巻
冨
次
郎
さ
ん

駅
前
長
寿
会

感
謝
状
贈
呈

登
坂
捷
一
さ
ん

教
育
功
労
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一．からだをきたえ温かい心を育て、生きがいのあるまちをつくります。高畠町町民憲章

高
畠
町
町
民
憲
章
推
進
大
会 

　

町
民
憲
章
優
秀
実
践
団
体
及
び
個
人
、
町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
応
募
総
数
１
、

０
５
１
点
）入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
、そ
の
後
各
４
部
門
の
最
優
秀
作
文
の
朗
読
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
文
化
活
動
団
体
の
発
表
と
し
て
、
高
畠
町
少
年
少
女
合
唱
団
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

の
み
な
さ
ん
に
、
素
晴
ら
し
い
合
唱
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

優
秀
実
践
団
体

筋
里
山
会
農
産
物
直
売
所

　
（
代
表　

島
津　

元　
さ
ん
）

　

筋
里
山
会
は
、
農
林
業
の
衰
退
と
就
労
形

態
の
相
違
に
よ
る
集
落
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
を
打
開
す
る
た
め
、
平
成
17
年

３
月
に
住
民
自
ら
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
動

機
づ
け
と
地
域
活
動
の
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
交
流
を
意
識
し
た
新
た
な
活
動
を
目
指

し
て
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
間
伐
材
を
利
用
し

て
直
売
所
を
建
設
し
、
自
ら
が
生
産
し
た
農

産
物
や
山
菜
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
活

動
開
始
か
ら
10
年
目
を
迎
え
、
農
作
物
の
生

産
と
そ
れ
を
販
売
す
る
こ
と
の
喜
び
、
集
落

内
の
方
々
や
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
生
き
が
い
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
て
い
ま
す
。　

和
田
地
区
自
給
野
菜
組
合

　
（
代
表　

髙
橋　

稔　
さ
ん
）

　

和
田
地
区
自
給
野
菜
組
合
は
、
昭
和
39
年

に
給
食
に
安
全
・
安
心
な
食
材
を
提
供
す
る

た
め
、
児
童
の
母
親
を
中
心
と
し
て
組
織
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
、50
年
の
永
き
に
わ
た
り
、

小
中
学
校
や
保
育
園
に
無
農
薬
で
栽
培
し
た

地
元
産
の
食
材
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
子
供

た
ち
の
地
域
へ
の
愛
着
や
感
謝
の
気
持
ち
を

は
ぐ
く
み
、
地
域
の
食
文
化
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
な
ど
、
地
域
の
教
育
力
向
上
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ほ
ろ
ば
河
童
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
（
代
表　

中
川
正
昭
さ
ん
）

　

平
成
12
年
に
「
糠
野
目
地
区
地
域
お
こ
し

事
業
」
と
し
て
、
ま
ほ
ろ
ば
河
童
ま
つ
り
実

行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
毎
年
ま
ほ

ろ
ば
河
童
ま
つ
り
の
前
後
に
、
事
務
局
会
・

実
行
委
員
会
を
実
施
し
、
綿
密
な
計
画
・
準

備
を
し
て
糠
野
目
地
区
内
外
か
ら
訪
れ
た
数

多
く
の
方
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
糠
野

目
地
区
の
振
興
・
発
展
を
願
い
、
地
域
の
資

源
を
活
用
し
て
地
域
の
活
性
化
と
明
る
い
地

区
づ
く
り
に
寄
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

湯
川
得
成
さ
ん

　

平
成
19
年
か
ら
あ
し
か
け
８
年
の
間
、
毎

朝
地
元
の
子
供
た
ち
の
登
校
を
見
守
り
、
子

供
や
親
の
教
育
相
談
な
ど
も
受
け
、
交
通
安

全
の
指
導
ば
か
り
で
な
く
子
供
た
ち
の
心
の

ケ
ア
に
も
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
現

在
も
、
高
齢
者
を
含
ん
で
幅
広
く
、
交
通
安

全
の
指
導
と
相
談
等
に
積
極
的
に
向
か
わ
れ

て
お
り
、
町
民
憲
章
に
の
っ
と
っ
た
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

優
秀
実
践
者
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一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

《
小
学
校
低
学
年
の
部
》

「
わ
た
し
た
ち
の
、
美
し
い
高
畠
町
」

▼
優
秀
／
安
藤　

柊（
二
井
宿
小
３
年
）

　
　
　
　

佐
藤
大
斗（
糠
野
目
小
１
年
）

▼
佳
作
／
近
野
瑞
穂（
高
畠
小
３
年
）

　
　
　
　

武
田
優
都
（
高
畠
小
３
年
）

　
　
　
　

佐
藤
未
莉（
屋
代
小
３
年
）

　
　
　
　

二
階
堂
桃
花（
屋
代
小
３
年
）

　
　
　
　

髙
橋
遼
太（
亀
岡
小
３
年
）

　
　
　
　

髙
橋
龍
斗（
糠
野
目
小
３
年
）

　
　
　
　

渡
部
柊
人（
糠
野
目
小
３
年
）

　
　
　
　

中
川
優
月（
二
井
宿
小
２
年
）

　
　
　
　

後
藤
廣
哉（
亀
岡
小
１
年
）

　
　
　
　

青
野
心
美（
和
田
小
１
年
）

最
優
秀

　

最
優
秀
作
文
に
つ
い
て
は
、
12
月
上
旬
に
作
品
集
と
し
て
作
成
し
、
町
中

央
公
民
館
に
て
配
布
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

◆
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
社
会
教
育
課
ま
で
。
☎
�
４
４
８
７

町
民
憲
章
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

高畠小学校３年
菅野　心虹

《
小
学
校
高
学
年
の
部
》

「
美
し
い
大
自
然
を
守
ろ
う
」

▼
優
秀
／
古
澤
璃
音（
高
畠
小
６
年
）

　
　
　
　

前
田
大
和（
糠
野
目
小
５
年
）

▼
佳
作
／
能
登
明
子（
高
畠
小
６
年
）

　
　
　
　

齋
藤
楓
音（
屋
代
小
６
年
）

　
　
　
　

大
浦
愛
奈（
糠
野
目
小
６
年
）

　
　
　
　

髙
橋
し
ほ（
糠
野
目
小
６
年
）

　
　
　
　

本
望　

歩（
糠
野
目
小
６
年
）

　
　
　
　

佐
竹
志
緒（
屋
代
小
５
年
）

　
　
　
　

山
木
美
奈（
亀
岡
小
５
年
）

　
　
　
　

佐
藤
花
南（
和
田
小
５
年
）

　
　
　
　

髙
木
謙
心（
糠
野
目
小
４
年
）

　
　
　
　

渡
部
将
哉（
糠
野
目
小
４
年
）

最
優
秀

高畠小学校６年
東城　颯之介

《
中
学
校
の
部
》

「
ふ
る
さ
と
は
『
心
』
の
中
に
」

▼
優
秀
／
伊
藤
実
奈　
（
一
中
２
年
）

　
　
　
　

平
間
未
夢　
（
三
中
２
年
）

▼
佳
作
／
相
田
明
日
美（
一
中
３
年
）

　
　
　
　

髙
梨
り
の　
（
一
中
３
年
）

　
　
　
　

本
田
愛
莉　
（
三
中
３
年
）

　
　
　
　

中
根
あ
す
み（
四
中
３
年
）

　
　
　
　

植
松　

舞　
（
四
中
２
年
）

　
　
　
　

伊
藤
優
希　
（
一
中
１
年
）

　
　
　
　

関  

明
日
香  （
三
中
１
年
）

　
　
　
　

小
方
啓
輔　
（
四
中
１
年
）

　
　
　
　

　
　
　
　

最
優
秀

第一中学校１年
髙橋　愛理

《
高
校
の
部
》

「
日
々
の
挨
拶
」

▼
優
秀
／
伊
藤
春
菜
（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

高
橋
芙
美
香（
高
畠
高
校
３
年
）

▼
佳
作
／
石
川
亜
実
（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

石
塚
悠
太
（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

加
藤
雅
啓
（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

熊
谷
菜
月
（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

黒
田
玲
那
（
高
畠
高
校
３
年
）

　
　
　
　

最
優
秀

高畠高等学校３年
渡邊　望月

高
畠
町
少
年
少
女
合
唱
団

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

　

高
畠
町
少
年
少
女
合
唱
団
「
エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス
」
は
、
平
成
10
年
10
月

に
結
成
さ
れ
、
今
年
で
17
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

現
在
は
町
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
16
名
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
頃
は
難
し
い
合
唱
曲
だ
け
で
は

な
く
、
ア
ニ
メ
の
主
題
歌
や
ひ
ろ
す

け
童
謡
な
ど
を
練
習
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
現
在
は
、
来
年
２
月
に
開
催
さ

れ
る
定
期
演
奏
会
に
て
発
表
す
る
予

定
の
「
み
な
ら
い
天
使
」
と
い
う

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
挑
戦
さ
れ
て
お

り
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
学
校
や
学
年

の
枠
を
超
え
て
仲
良
く
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

文
化
活
動
団
体
発
表
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一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

　平成27年高畠町成人式は４月29日（昭和の日）
に行います。
　町内に在住されている方には、３月下旬にご案
内を差し上げる予定です。また、町外へ転出され
ている方で、故郷である高畠町で成人式に参加を
希望される方は、２月20日㈮から町社会教育課
で申し込みを受付けます。
○開催場所／高畠町文化ホール「まほら」
○式　　典／ 13時30分～　（開場／12時30分）
○対 象 者／平成６年４月２日～平成７年４月１日
　　　　　　までに生まれた方

平成27年高畠町成人式は４月29日（昭和の日）に開催します

施 設 名 年末年始休館期間
町営体育館・町武道館 12月27日㈯～１月４日㈰
町多目的屋内運動場 12月28日㈰～１月４日㈰
浜田広介記念館・県立考古資料館 12月28日㈰～１月５日㈪
町中央公民館・町総合交流プラザ・地区公民館（二井宿・屋代・
亀岡・和田）・糠野目生涯学習センター・上和田交流館

12月27日㈯～１月５日㈪

町立図書館 12月28日㈰～１月５日㈪
町文化ホール 12月29日㈪～１月３日㈯
町郷土資料館　※冬期休館 12月１日㈪～３月31日㈫

　町役場およびげんき館の年末年始休館は 12 月
27 日㈯～１月４日㈰ですが、町民課・税務課で
は 12 月 29 日㈪のみ証明書発行窓口を開設します。
◎町民課／戸籍謄本（抄本）、住民票謄本（抄本）、

印鑑証明書
◎税務課／所得証明書、資産証明書、納税証明書、

課税証明書、納付書の再交付

12月29日㈪　証明書発行窓口（町民課・税務課）を開設します

町社会教育施設の年末年始休館期間について

平成 26 年 12 月 31 日現在で『工業統計調査』を実施します。この調査は、我が国の製造業の実
態を明らかにすることを目的に、大正９年から毎年継続して行われている重要な調査で、製造業の国
勢調査とも呼ばれています。

平成26年『工業統計調査』にご協力ください

▶成人式に関する問合せ先／
町教育委員会社会教育課　☎（52）４４８７

▶問合せ先 ／ 町総務課情報統計係　☎（52）１７３４

本調査の結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基
礎資料として利用されるとともに企業における生産・販売計画
作成等の資料として幅広く利用されています。調査対象となる
事業所には、12 月中旬より県知事より任命を受けた調査員が
お伺いしますのでご理解とご協力をよろしくお願いします。

なお、ご記入いただいた調査票は厳重に管理され、統計法
に基づき秘密が厳守されますので安心してご記入ください。

※証明書発行以外の業務は行いませんのでご注
意ください。

▶会計窓口で納税もできます。
▶窓口の時間は、９時から 15 時までです。
▶問合せ先／町町民課　☎（52）１３４５
　　　　　　町税務課　☎（52）４４７７
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　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章

平
成
28
年
４
月
開
校

高
畠
中
学
校
開
校
準
備
通
信

み
ん
な
の
心
を
ひ
と
つ
に
し
、上
棟
を
祝
う
！

▼
問
合
せ
先
／

　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
中
学
校
開
校
準
備
係

☎
�
４
４
７
４

高畠中校章

去
る
11
月
９
日
㈰
に
建
物
の
無
事
完
成
を
祈
願
す
る
上
棟
式
が

挙
行
さ
れ
、
寒
河
江
町
長
を
は
じ
め
関
係
者
お
よ
び
施
工
業
者
の
出

席
の
も
と
、
厳
粛
に
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
皆
様
と
共
に
上
棟
を
喜
び
た
い
と
の
考
え
か
ら
、

餅
ま
き
を
盛
大
に
行
い
ま
し
た
。
お
集
ま
り
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま

か
ら
は
、
高
畠
中
学
校
開
校
に
期
待
を
寄
せ
る
声
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。

◀
約
３
０
０
人
の
町
民
を
集
め
た

餅
ま
き
行
事

▶
町
を
代
表
し
て
拝
礼
す
る

　

寒
河
江
町
長

◀
１
階
南
北
に
通
る
広
い
廊
下

　
（
左
側
が
職
員
室
）

建設現場見学をしていただきました
10 月 20日 ㈪ 高畠小学校教職員、民生児童委員
10月 23日 ㈭ 屋代小学校「地域探検クラブ」
11月 10日 ㈪ 議会総務文教常任委員会、教育委員

サッシや壁が入り教室や廊下が区切られ、階段も取
り付けられたので学校らしくなってきました。平成 26
年度中の完成をめざし、順調に工事を進めています。安
全第一で事故のない工事を最優先にお願いしています。

心 を 一 つ に す る 校 歌 が 誕 生 し ま す
作詞家たきのえいじ（日本作詞家協会理事）、作曲家若草恵（日本作曲家協会理事、山形県

出身）の両氏が１１月９日に来町しました。２月、６月に続き３度目の来町です。この度は、
校歌のコンセプトや盛り込みたい言葉を提示していただき、校歌作成者としての思いを語って
いただきました。高畠の自然、風土や各小中学校の児童生徒との出会いを大切にして作成し、
生徒が輝いて生きることへの願いを込めた内容になることを期待します。	  

やがて、この学び舎にさわやかな歌声が響きます

校歌作成は順調に進み、平成 27 年度
３月に完成し披露していただくことに
なっています。

高畠中学校で学ぶ生徒はもちろん、
高畠のすべての人の心を一つにする校歌
が間もなく誕生します。
▶
整
備
が
進
む
人
工
芝
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
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～進捗状況のお知らせ～
校舎棟 76.5％
体育館棟 68.0％
テニスコート 98.0％
防災拠点施設 58.0％

※開校準備だよりは、高畠町ホームページでご覧
　いただくことができます。

11 月６日現在、工事は順調に進んでいます。
工程に遅れはありません。

大
規
模
中
学
校
の

　

学
校
運
営
に
学
ぶ

県
下
一
の
教
育
環
境
を
実
現
す

る
た
め
、
建
設
工
事
が
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。
同
時
に
、
素
晴
ら
し
い

校
舎
に
相
応
し
い
生
徒
に
な
ろ
う

と
、
各
小
学
校
、
中
学
校
で
子
ど
も

た
ち
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校
の
栄
え
あ
る
歴

史
を
閉
じ
、
有
終
の
美
を
飾
る
現
２

年
生
、
３
年
生
も
立
派
に
学
校
を
締

め
く
く
る
学
年
と
し
て
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

新
し
い
中
学
校
に
相
応
し
い
学

校
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、
先
生
方

は
様
々
な
準
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。こ

の
度
、
町
内
中
学
校
の
教
頭

先
生
と
教
務
主
任
の
先
生
が
、
生
徒

数
が
高
畠
中
学
校
と
同
程
度
の
山
形

市
立
第
三
中
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。
生
徒
が
登
校
し
て
く
る
様
子
か

ら
部
活
動
ま
で
学
校
生
活
の
様
子
を

つ
ぶ
さ
に
視
察
し
、
大
規
模
校
の
学

校
運
営
の
課
題
や
配
慮
す
る
点
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
一
日
滞
在

し
、
大
人
数
の
生
徒
の
中
で
過
ご
す

こ
と
で
大
規
模
校
の
実
態
が
よ
く
わ

か
り
、
有
意
義
な
研
修
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

あ
り
が
と
う

【
高
畠
中
学
校
へ
】

▼
金
子
医
院

　

金
子 

誠
さ
ん　
　

  

１
０
０
万
円

▼
高
畠
町
金
融
団１

０
０
、０
０
０
円

▼
久
保
田
整
形
外
科
医
院

　

久
保
田
正
博
さ
ん　

１
０
、０
０
０
円

町
内
各
小
学
校
の
６
年
生
に

よ
る
学
習
交
流
発
表
会「
六
校
祭
」

が
、
11
月
14
日
㈮
に
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
統
合
前
の

交
流
と
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
、
一
堂
に
会
し
て
合

唱
や
劇
を
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

各
校
の
最
高
学
年
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
６
年
生
の
発
表
は
ど

れ
も
見
ご
た
え
が
あ
り
、
大
き
な

感
動
を
呼
ぶ
も
の
で
し
た
。
互
い

の
発
表
を
称
え
あ
っ
た
６
年
生

は
、
高
畠
中
学
校
開
校
時
２
年
生

で
す
。
中
堅
学
年
と
し
て
力
を
合

わ
せ
活
躍
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
の
で
、
友
情
と
絆
を
深
め
る

良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

小 学 校 連 携 事 業「 六 校 祭 」

▲

歴
史
劇「
三
人
の
武
将
」

▲

力
強
い「
ソ
ー
ラ
ン
節
」

▲

心
を
ひ
と
つ
に
し
た
歌

「BELIEVE

」

めざす「高畠の子ども」を唱和する子どもたち

た
か
は
た

かい志を持ち、努力する子ども

たりあい、高めあう子ども

たらくことを喜びとする子ども

くましく生きる子ども



 

高畠地区 糠野目地区 雪
捨
て
場
の

　
　

ご
案
内

【
利
用
時
間
／
８
時
～
17
時
】

  

県道高畠・川西線

伊達家の墓

吉島橋

●

夏目橋

最
上
川

　

除
雪
路
線
が
増
加
す
る
一
方
で
、
雪
押
場
の

確
保
が
困
難
に
な
る
な
ど
、
除
雪
を
取
り
巻
く

環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
除

排
雪
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
、
安
全
な
雪
道
を
確

保
す
る
た
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
ム
ー
ズ
な
除
雪
は

　

み
な
さ
ん
の
協
力
で

　

町
で
は
、
車
道
用
除
雪
車
47
台
、

歩
道
用
除
雪
車
９
台
、
凍
結
防
止
剤

散
布
車
１
台
の
計
57
台
で
、
町
道
を

中
心
に
車
道
２
６
９
㎞
、
歩
道
約
30

㎞
に
わ
た
る
路
線
の
除
雪
に
対
応
し

ま
す
。

　

降
雪
の
際
は
、
交
通
量
の
多
い
順

に
幹
線
道
路
の
一
次
路
線
と
生
活
圏

道
路
の
二
次
、
三
次
路
線
に
分
け
て

除
雪
し
ま
す
。

　

除
雪
車
は
、
朝
３
時
か
ら
作
業
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
降
雪
の
多
い

時
は
交
通
路
を
確
保
す
る
必
要
か
ら

一
次
路
線
を
早
期
に
除
雪
し
ま
す
の

で
、
二
次
・
三
次
路
線
は
遅
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
上
の
雪
押
場
が
な
い

と
、
道
路
幅
が
狭
く
な
っ
て
除
雪
で

き
な
か
っ
た
り
、
能
率
が
上
が
ら
な

か
っ
た
り
し
ま
す
。
集
落
内
で
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
、
適
当
な
空
き
地

な
ど
を
雪
押
場
に
利
用
さ
せ
て
く
だ

さ
る
よ
う
、
地
域
ぐ
る
み
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／

　

町
建
設
課
道
路
河
川
係

☎
�
１
１
１
５

問
題
点

苦
　
情

要
　
望

安
全
な
雪
道
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

安
全
な
雪
道
確
保
の
た
め

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　除雪についての要望・問題点は集落ごとにまとめて、
区長さんが代表して除雪ステーションにご連絡ください。
　●期　　間／12月１日㈪〜平成27年３月31日㈫
　●場　　所／創造の館内
　●連 絡 先／☎（52）２０５３ 　ＦＡＸ（52）２０７５
　●受付時間／８時30分〜17時まで
　　　　　　　※土・日・祝日は、除雪作業中のみの応対となります。
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ガ
ー
ド
パ
イ
プ
の

取
り
外
し
は
各
集
落
で

その３その４

その６ その５

その７

その８

　

各
集
落
で
除
雪
対
策
委
員
会
な
ど
の
組
織
化
を

行
っ
て
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
路
な
ど
危
険
個
所

の
安
全
対
策
を

庭
木
は
路
上
に

は
み
出
さ
な
い
で

車
庫
・
玄
関
前
の

除
雪
は
各
自
で

用
水
路
・
道
路
側
溝
に

投
雪
し
な
い
で

道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で

路
上
駐
車
は

絶
対
に
し
な
い
で

防
火
施
設

周
り
な
ど
の
除
雪

　

雪
囲
い
の
杭

や
庭
木
な
ど
の

路
上
は
み
出
し

は
、
除
雪
作
業

の
支
障
と
な
り
、

事
故
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

　

除
雪
後
の
雪
が
道
路
脇
に
押
さ
れ

　

毎
年
、
床
下

浸
水
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま

す
。
用
水
路
、

道
路
側
溝
に
投

雪
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

雪
に
よ
る
浸

水
の
場
合
は
消

防
署
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

☎
�
１
５
０
５

  

集
落
内
の
貯
水

池
、
消
火
栓
・
ポ

ン
プ
庫
な
ど
の
防

火
施
設
の
周
り
や

ご
み
収
集
所
前
の

除
雪
は
、
各
集
落

で
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

路
上
駐
車
車
両
や
は
み
出
し
車
両

が
あ
り
除
雪
車
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
そ
の
路
線
の
除
雪

を
行
わ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

高
畠
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
駐
車
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。
宿
泊
駐
車
の
方

は
「
夜
間
駐
車
場
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。“
た
っ
た
１
台
”
が
多
く
の

方
の
迷
惑
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
水
路
に
落
ち
な
い
よ
う

に
、
危
険
個
所
を
点
検
し
、
目
印
を

　

家
庭
用
除
雪

機
の
普
及
に
伴

い
、
除
雪
作
業

前
後
に
道
路
へ

雪
を
出
す
方
が

お
ら
れ
ま
す
。

歩
行
者
や
通
行

車
両
が
迷
惑
す

る
だ
け
で
な
く
、

除
雪
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
こ
と

が
で
き
ず
、
ま

た
、
除
雪
の
仕

　

雪
押
場
と
し
て
利
用
す
る
個
所
の

除
雪
で
邪
魔
に
な
る
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

その９

高
畠
駅
の
駐
車
は

指
定
の
場
所
に

家
の
前
を
ふ
さ

ぐ
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
各
自

で
除
雪
を
お
願

い
し
ま
す
。

立
て
る
な
ど
の
安
全
対
策
を
し
て
く

だ
さ
い
。

上
が
り
も
デ
コ
ボ
コ
に
な
り
、
危
険

な
状
態
と
な
り
ま
す
。
消
雪
道
路
で

あ
っ
て
も
危
険
防
止
の
た
め
、
屋
敷

内
の
雪
は
路
上
に
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

HIRO
 

  

消
火
栓

消
火
栓

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

事
故
防
止
の
た
め
の
９
カ
条

は
、
各
集
落
で
取
り
外
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
新
規
の
宅
地
造
成
地
は

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
春
の
再
設
置
や
除
雪
に
よ

る
砂
利
な
ど
が
入
り
込
ん
だ
場
合
の

処
理
に
つ
い
て
も
、
各
集
落
で
行
う

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

流
・
融
雪
溝

使
用
箇
所
で
は

蓋
を
必
ず
閉
め

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
雪
に
埋

も
れ
や
す
い
施

設
や
障
害
物
に

も
、
赤
布
を
付

け
た
竿
を
目
印

に
付
け
て
く
だ

さ
い
。

　

各
家
庭
で
事
前
に
整
理
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
屋
根
か
ら

落
ち
た
雪
な
ど
各
家

庭
か
ら
出
た
雪
は
、

各
自
責
任
を
持
っ
て

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

排
雪
は
公
設
の
雪
捨

て
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

 

老
人
世
帯
や
一
人

暮
ら
し
な
ど
、
除
雪

の
困
難
な
方
に
つ
い

て
は
、
地
区
で
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

その１その２

       2014.129



10       2014.12

　

み
な
さ
ん
か
ら
納
税
い
た
だ
く
町
県
民
税
・
固
定
資
産
税
な
ど
は
、
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
資
金
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
、
町
に
納
め
ら
れ
た

町
税
額
は
23
億
２
５
３
４
万
円
で
、

高
畠
町
一
般
会
計
歳
入
総
額
の
約

19.7

％
を
占
め
ま
す
。
地
方
交
付
税
に
次

い
で
２
番
目
に
大
き
い
歳
入
項
目
で

あ
り
、
大
変
重
要
な
財
源
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

も
含
め
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
必

要
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、

自
主
自
立
の
住
み
や
す
い
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
は
、
そ
の

原
資
と
な
る
収
入
確
保
は
一
層
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

正
し
く
納
税
さ
れ
て
い
る
方
か

ら
す
れ
ば
、
滞
納
を
放
置
す
る
こ
と

ほ
ど
不
公
平
感
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る

も
の
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
税
収
納
率
の
向
上
と

滞
納
解
消
を
図
る
た
め
、
期
限
を
過

ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
や
慢
性
的

　

滞
納
処
分
に
よ
っ
て
、
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
る
ほ
か
、
差
押
処
分
に
よ

り
社
会
的
な
信
用
を
失
う
な
ど
、
結

果
的
に
滞
納
者
本
人
が
損
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
病
気
や
事
業
不
振
、
離

職
な
ど
、
ど
う
し
て
も
期
限
内
に
納

付
で
き
な
い
場
合
は
、
納
税
の
緩
和

措
置（
分
割
納
付
な
ど
）も
あ
り
ま
す
。

　

現
状
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と

放
置
し
て
も
何
ら
解
決
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
、
納
付
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先
／町

税
務
課
滞
納
整
理
係

☎
�
２
０
５
４

町
税
は

　
　

町
の
収
入
の

19.7
％

公
平
な
納
税
と

滞
納
の
解
消
に
向
け
て

お
気
軽
に

　
　

ご
相
談
く
だ
さ
い

滞納

な
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
滞
納
処
分
（
自
家
用
車
を

含
む
資
産
の
差
押
、
公
売
な
ど
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。
国
税
徴
収
法
第

１
４
２
条
の
定
め
に
よ
り
、
税
務
課

職
員
（
徴
税
吏
員
）
に
は
、
滞
納
処

分
の
た
め
の
捜
査
を
す
る
権
限
が
与

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
預
貯
金
や
給

与
・
売
掛
金
の
調
査
な
ど
を
実
施
し
、

納
税
で
き
る
環
境
に
あ
り
な
が
ら
納

税
を
怠
っ
て
い
る
場
合
は
、『
滞
納

処
分
』
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

♢
町
県
民
税　
　
　
　

４
期
分

♢
国
民
健
康
保
険
税　

６
期
分

♢
介
護
保
険
料　
　
　

６
期
分

♢
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
期
分

＊
納
期
限
は
１
月
５
日
㈪
で
す
。

＊
口
座
振
替
の
方
も
同
じ
く
１
月　

５
日
㈪
に
振
替
な
り
ま
す
。

　

口
座
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

＊
納
め
忘
れ
て
い
る
税
金
・
保
険

　

料
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
う
一　

　

度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
納
付
書
が
探
せ
な
い
時
や
金
額

の
確
認
が
必
要
な
方
は
、
町
税
務

課
ま
で
お
申
出
く
だ
さ
い
。）

納
期
の
お
知
ら
せ

　
　
【
12
月
の
納
税
等
】

12
月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

12
月
は
年
末
納
税
強
化
月
間
で
す

町
税
・
保
険
料
の
納
付
は

【
安
全・安
心・便
利
】な

口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
の
お
申
込
み
は
、

町
内
の
金
融
機
関
ま
で
）

差　　押

高
畠
町
は
納
税
に
対
し
誠
意
の
な
い
滞
納
者
に
は

　

国
税
徴
収
法
に
基
づ
き
滞
納
処
分
を
通
年
行
い
ま
す

　 強 制 執 行（差押）に よ
り、自宅から財産を引き
上げ公売を行った物件の
一例。

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

上記に加え、休日相談日を設けます。
会　　場 対象地区 日　　程

中央公民館大会議室 全地区 平成 27 年 ３月１日㈰
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町・県民税の申告相談会場が１か所になります
会場 対象地区 日程（土・日・祝日を除く平日）

中央公民館
大会議室

全地区
　・給与所得還付申告

・住宅借入金特別控除申告

平成 27 年 2 月 10 日㈫
全地区対象ですが、給与所得者の還付
申告または、住宅借入金特別控除申告
のみの受付となります。それ以外の方
はご遠慮下さい。

二井宿地区
高畠地区の一部

平成 27 年２月 12 日㈭～ 13 日㈮

高畠地区 平成 27 年 ２月 16 日㈪～ 20 日㈮
屋代地区 平成 27 年 ２月 23 日㈪～ 27 日㈮
亀岡地区 平成 27 年 ３月２日㈪～４日㈬
和田地区 平成 27 年 ３月５日㈭～ 10 日㈫

糠野目地区 平成 27 年 ３月 11 日㈬～ 16 日㈪

これまで、町・県民税の申告相

談については、和田地区公民館、糠

野目生涯学習館、中央公民館の３会

場で行ってまいりましたが、平成

27 年２月から会場を中央公民館の

１か所に統合いたします。

各地区ごとの日程は下記のとお

りとなりますので、ご理解とご協力

をよろしくお願いいたします。

なお、集落ごとの日程や受付時

間については、１月の広報で詳しく

お知らせいたします。

上記に加え、休日相談日を設けます。
会　　場 対象地区 日　　程

中央公民館大会議室 全地区 平成 27 年 ３月１日㈰

▶問合せ先／町税務課住民税係　☎（52）４４７７

償却資産の申告をお忘れなく
○申告していただく方

営業や農業、不動産業等といった事業用に使用
する償却資産を所有している個人や法人の方が対象
となります。事業をされている方は、毎年１回申告
書をご提出ください。

○申告書の提出について
償却資産を所有されている方へ 12 月 10 日付で

申告書等を発送しますので、申告期限の平成 27 年
２月２日㈪まで申告書を提出してください。償却資
産を所有しているのに申告書が届かない方や、平成
26 年に開業等で新たに償却資産を取得された方は、
町税務課までご連絡ください。

なお、廃業などで償却資産が無い場合でも、そ
の旨を記載して申告書の提出をお願いいたします。

建物の取りこわしはありませんか？
建物を取りこわしたときや、年内中に取りこわ

しの予定があるときは「建物取壊届」を提出くださ
い。届に基づいて現地を確認後、課税台帳から削除
することで固定資産税がかからなくなります。

「建物取壊届」提出から現地確認までに一定の
時間を必要としますので、平成 26 年 12 月 19 日㈮
までに提出をお願いいたします。

※既に法務局で建物の滅失登記が済んでいる場合、
　届出の必要はありません。

届出の様式は、税務課窓口に備え付けておりま
す。また、町のホームページからもダウンロードが
可能です。

固定資産税に関するお知らせ

▶問合せ先／町税務課資産税係　☎（52）２０７８

軽自動車等の変更・廃車手続きはお済みですか？
　軽自動車税は、毎年４月１日現在の軽自動車等（軽四輪車やバイクな
ど）の所有（使用）者に課税されます。所有（使用）者の変更・住所変更・
廃車などの手続きをしないままでいると、引き続き軽自動車税が課税さ
れることとなります。

手続きがまだ済んでいない場合は、３月31日までに忘れず手続きをしてください！

▶問合せ先／町税務課住民税係
☎（52）４４７７

軽 自 動 車 の 種 類 手 続 き の 場 所 手続きに必要なもの そ の 他

高畠町ナ
ンバーの

車両

○ 125cc 以下の原付バイク
○小型特殊自動車（フォー
　クリフトやコンバイン等）
○ミニカー

町町民課（役場１階）
☎（52）1345

【廃車の場合】
・所有者の印鑑
・ナンバープレート

【同一世帯内での譲渡の場合】
・新しい所有者の印鑑

転出先で手続きする場合は、
転出先の市区町村の役所（役
場）窓口です。

※ナンバーの返却がない場合
は、弁償金として１００円納め
ていただきます。

山形ナ
ンバー
の車両

○軽四輪車
軽自動車検査協会コール
センター☎ 050（3816）
1835 手続き内容や手続き先によっ

て異なる場合があるため、各
手続き先に確認してください。

次の場所でも代行による手続
きができます。
・山形県自家用自動車協会
　県南支部 ☎（37）3245
・お近くの販売店など
　※代行手数料がかかります

○ 125cc 超～ 250cc 以下の
　バイク

山形県軽自動車協会
☎ 023（686）3600

○ 250cc 超のバイク 東北運輸局山形運輸支局
☎ 050（5540）2013
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平
成
27
年
３
月
号
掲
載
予
定

【
次
回
〆
切
り
日
】

詩
・
川
柳
と
も

平
成
27
年
2
月
2
日
㈪
ま
で

次
回
課
題
：「
命
」

「
望
」

秀　

望
あ
り
ち
ぎ
り
絵
作
り
風
光
る　
　
　
　
　

上
和
田　

佐
藤
律
子

〃　

秋
空
に
豊
作
望
ん
で
動
か
す
手　
　
　
　
　

高　

安　

す

ず

め

〃　

次
男
孫
希
望
大
学
ひ
と
す
じ
に　
　
　
　
　

二
井
宿　

髙
橋
と
く
江

〃　

孫
病
い
望
み
を
た
く
し
祈
る
な
り　
　
　
　

一
本
柳　

金
子
房
子

〃　

物
忘
れ
ひ
ど
く
な
る
な
と
望
み
か
け　

 　
　

筋　
　

佐
藤
ナ
ヲ
子

〃　

幼
な
日
の
望
み
を
今
は
達
せ
し
と　
　
　
　

弥
生
町　

太
田
邦
緒

〃　

望
む
こ
と
健
康
寿
命
ス
ト
レ
ッ
チ　
　
　
　

福　

沢　

山
村
和
子

〃　

球
根
に
望
み
を
か
け
て
春
を
待
つ　
　
　
　

泉　

岡　

日
下
艶
子

〃　

年
重
ね
望
は
曾ひ

孫
の
す
こ
や
か
さ　
　
　
　

福　

沢　

佐
藤
津
多

〃　

拉
致
の
人
望
み
を
託た

く

す
雁か

り

渡
り 　
　
　

一
本
柳　

枯

柳

山

〃　

生
き
甲
斐
に
我
が
家
の
総
理
望
み
も
つ 　

   

下
和
田　

菊
地
み
ゑ
子

〃　

手
術
後
の
家
族
の
笑
顔
望
み
観
る　
　
　

一
本
柳　

丸
山
俊
子

〃　

展
望
台
田
ん
ぼ
の
ア
ー
ト
に
魅
せ
ら
れ
て　

石　

岡　

川
井
み
よ

〃　

望
み
ま
す
戦い

く
さ

な
き
世
と
子
の
笑
顔　
　
　
　

夏　

刈　

竹
田
美
千
子

〃　

友
寄
り
て
夢
と
希
望
に
花
咲
か
せ　
　
　
　

福　

沢　

山
中
よ
し

客　

子
や
孫
に
夢
と
希
望
を
託
す
歳　
　
　
　
　

旭　

町　

川
村
祐
一

〃　

明
日
に
向
け
希
望
を
つ
な
ぐ
家
族
の
輪　
　

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

〃　

七
福
神
乗
せ
て
希
望
の
櫂か

い

を
漕こ

ぐ　
　
　
　

上
和
田　

鏡　

た
か
子

〃　

骨
折
し
望
み
を
か
け
て
リ
ハ
ビ
リ
し　
　
　

二
井
宿　

御
田
俊
坊

〃　

焦
ら
ず
に
生
き
甲
斐
と
し
て
望
み
持
つ　
　

上
和
田　

大
浦
秀
一

人　

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
眺
望
夜
景
は
日
本
一　
　
　

高　

安　

禅

月

地　

願
望
も
終
着
駅
は
健
康
で　
　
　
　
　
　
　

金　

原　

菅
野
信
一

天　

青
色
に
望
み
捨
て
ず
に
ノ
ー
ベ
ル
賞　
　
　

亀　

岡　

大
槻
京
子

軸　

高
望
み
す
る
猿
だ
け
が
蹴
つ
ま
ず
く　
　
　
　
　
　
　

選

者

詠

髙
橋

雪
の
朝　

そ
の
上
を
そ
っ
と
歩
く

雪
の
上
に
足
跡
を
残
さ
な
い
よ
う
に

ど
こ
ま
で
も
続
く
銀
世
界

ほ
ん
の
少
し
だ
け
足
跡
を
つ
け
る

少
し
淋
し
い
の
で　

ひ
と
ま
わ
り
し
て

足
跡
を
沢た

く
さ
ん山

つ
け
る

そ
う
す
る
と
う
れ
し
く
な
る

あ
と
で
母
が
通
っ
て
わ
か
っ
て
く
れ

る
か
ら

（
評
）か
わ
い
い
、や
さ
し
い
気
持
ち

が
表
現
さ
れ
て
い
る
。幼
い
頃
の
思

い
出
。

星
空
と
私

足
あ
と

　
　
　
　
　
　

東
京
都
（
高
畠
町
出
身
）　

神
尾
高
恵

止
ま
る
事
も
知
ら
ず

自
然
を
懐
か
し
み
な
が
ら

自
然
か
ら
遠と

お
の退

い
て
行
く

小
さ
な
苦
し
み
が

自
分
で
も
気
が
つ
か
な
い
内
に

ど
ん
ど
ん
大
き
く
脹ふ

く

れ
て
行
く

親
か
ら
貰
っ
た　

こ
の
世
で

た
っ
た
一
つ
の
尊
い
命

驕お
ご

る
事
な
く
粛

し
ゅ
く

々
と
一
日
を
大
切
に

生
き
て
行
く
し
か
な
い

自
然
に
と
っ
ぷ
り
と
身
を
委ゆ

だ

ね
て

た
ま
に
夜
空
を
眺
め

こ
の
世
か
ら
あ
の
世
に

去
っ
て
行
っ
た
人
達
の

尊
い
魂
が
暗
闇
の
中
で

光
と
な
っ
て
こ
の
世
に
生
き
る

す
べ
て
魂
の
あ
る
者
に
対
し

守
っ
て
く
れ
て
い
る
事
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い

や
が
て
自
分
の
こ
の
肉
体
も

朽く

ち
て
こ
の
闇
に

帰
っ
て
行
く
の
だ
か
ら

（
評
）「
山
形
の
空
は
空
気
が
澄
ん
で

と
て
も
美
し
い
の
で
」と
い
う
添
え

書
き
あ
り
。星
空
を
眺
め
て
い
る
と

み
ん
な
こ
ん
な
想
念
に
か
ら
れ
る
。

で
こ
ぼ
こ
道
が
続
く

山
菜
の
宝
庫
の
山
　々

こ
め
ご
め
の
芽

わ
ら
び
、
た
ら
の
芽　

あ
け
び
の
つ

る
が
の
び
て
い
る

道
端
の
草
花
は　

四
季
折
り

く
の

装よ
そ
おい
を
し
て
待
ち
う
け
る

傍か
た
わら
に
落
ち
て
い
る
棒
で
つ
き
な
が
ら

ゆ
っ
く
り

く
ま
わ
り
を
眺
め
て
歩
く

ハ
チ
や
虫
た
ち
、
へ
び
ま
で
も
迎
え

て
く
れ
る

や
っ
と　

堤
の
家
跡
に
着
く

五
右
衛
門
風
呂
の
跡
だ
け
が
今
も
残
る

風
呂
で
騒
ぐ
大
勢
の
兄
弟
・
姉
妹
、

い
と
こ
達
の　

に
ぎ
や
か
な
声
が

今
も
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
だ

　

ゆ
め
は　

今
も
め
ぐ
り
て　

忘
れ

が
た
き　

ふ
る
さ
と

こ
の
歌
を
う
た
う
と　

幼
い
頃
の
生

活
が
よ
み
が
え
る

今
は　

遠
い
昔
と
な
っ
た
が
…

（
評
）散
歩
に
出
て
の
感
懐
か
。
人
生

二
度
生
き
る
チ
ャ
ン
ス
。
今
こ
そ
ゆ

と
り
を
も
っ
て
自
然
に
遊
び
、
過
去

を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

ふ
る
さ
と

　
　
　

上
平
柳　

伊
藤
喜
代
司

二
井
宿　

濱
田
さ
だ
子

暗
き
闇
の
中
に
立
つ

眩ま
ぶ

し
い
ば
か
り
の
星
空

天
と
地
と
が
一
体
化
し

私
の
存
在
す
ら
無
い

自
然
の
摂
理
に
従
っ
て

人
は
生
か
さ
れ
て
い
る
の
だ

欲
望
と
い
う
魂
を
抱
え

文
化
の
風
に
当
り

　

う
さ
ぎ
追
い
し　

か
の
山　

こ
ぶ

な
つ
り
し　

か
の
川
…

家
に
向
か
う
山
道
は
く
ね
く
ね
と

▼
作
品
の
送
り
先
は
…
〒
９
９
２
‐
０
３
９
２ 

大
字
高
畠
４
３
６

　

町
企
画
財
政
課
「
文
芸
欄
」
ま
で
。

 
川
柳
、
俳
句
、
短
歌
部
門
は
部
門
を
明
記
の
う
え
ハ
ガ
キ
１
枚
に
。

　

詩
部
門
に
つ
い
て
は
便
箋
等
に
記
入
し
、
封
書
に
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
川
柳
は
１
人
２
句
ず
つ
と
し
ま
す
。
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に行かなくちゃ！Books 高畠町立図書館☎（52）４４９３

近年、映画化・ドラマ化されている本が多くありますよね。

今年はどんな本が話題になったのか、本を通して一年を振りかえ

りましょう。「白ゆき姫殺人事件」「小さいおうち」「昨夜のカレー、

明日のパン」等を展示、貸出します。

12 月の開館日

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

は休館日

▶開館時間／

　火曜日～金曜日　９時～ 18時

　土・日・祝日　　９時～ 17時

2014年　映画・ドラマ原作本

新着図書の紹介
パレートの誤算

柚月 裕子／祥伝社
市役所で生活保護受給者のケアの担当に

なった聡美。不安を抱く彼女を励ましてくれ
た先輩の山川が殺された。優秀な先輩の知ら
れざる一面が見えてきたとき、新たな惨劇が
…。（山形県在住）

おめでとうくまちゃん　　　　　　
シャーリー・パレントー／岩崎書店

4 匹の小さいくまちゃん、小麦粉入れて、
牛乳まぜて…。だれのケーキをつくるのか
な ? 誕生日を友だちとお祝いする楽しさを
伝えます。やさしい心、思いやりの心が育つ
絵本。

◇皇后美智子さま傘寿記念写真集
朝日新聞出版

◇キャロリング　　　　  有川 浩／幻冬舎
◇物語のおわり　湊かなえ／朝日新聞出版
◇ほんとうの花を見せにきた

桜庭一樹／文藝春秋
◇農家が教えるトマトつくり

農文協編／農山漁村文化協会

◇ピンクがとんだ日　村上康成／徳間書店
◇まるかいてピョン

舟崎克彦／そうえん社
◇ぼくのおやつおうちにあるもので作れる
パンとお菓子 56 レシピ　　ワニブックス
◇生き残った者 鹿の王（上・下）

上橋菜穂子／角川書店
◇給食室のはるちゃん先生

光丘真理／佼成出版社

12
月
の
企
画
展

図書館

平成26年度 庁舎通り商店街オブジェ　感想絵てがみコンクール受賞者発表

にのみやはかせの実験教室
▶日　　時／12月13日㈯10時～12時
▶参 加 費／100円（材料代）

身近なもので楽しい実験をしよう！

今年で７回目となる庁舎通り商店街オブジェ「感想絵てがみコンクール」には、友だちや家族に
宛てた心温まる 139 作品の応募があり、11 月 3 日㈷のたかはた秋まつり会場にて表彰されました。

【庁舎通り（メルヘン通り）賞】
小学生の部　菅野心虹さん（高畠小３年）
中高生の部　石川亜梨沙さん（四中１年）

【町立図書館長賞】
小学生の部　木村美優さん（高畠小３年）
中高生の部　青木優羽さん（四中１年）
一般の部　　渡邊千賀子さん（糠野目）

【高畠郵便局長賞】
小学生の部　武田陽翔くん（屋代小 1 年）
　　〃　　　伊藤収太くん（高畠小３年）
中高生の部　中里美優さん（四中２年）

【特別賞】
小学生の部　本田真結香さん（屋代小２年）

▶申込締切／12月９日㈫まで
▶対  象／小学生（先着25人）
▶申込・問合せ先／町立図書館　☎�４４９３


